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序

本書は、畑地帯総合整備事業春日居第 1地区支線農道第 3号建設工事に伴い発掘調査され

た信虎誕生屋敷遺跡の報告書です。信虎とは武田信虎のことで、戦国大名の雄の一人である

武田信玄の父に当たる人物です。本遺跡は信虎が笛吹市春日居町下岩下で生まれたという伝

承があることから名付けられた遺跡です。おそくも江戸時代より信虎の母が、実家の岩下氏

の屋敷で信虎を生んだという伝説が残されています。

縄文時代から奈良・平安時代の多 くの著名な遺跡がある笛吹市においても、中世の遺跡の

数はそれほど多 くはありません。その上、戦国大名武田氏に関連する遺跡を調査する機会は

減多にありません。調査の結果、本遺跡は信虎が誕生した戦回時代初頭から江戸時代前期に

いたるまでの館跡だということが判明しました。残念ながら今回の調査で信虎がこの地で誕

生 したという明確な証拠は見つか りませんでしたが、信虎が誕生した時期と同じ時代に営ま

れた遺跡であることが判明し、貴重な成果を得ることができました。

戦国時代から江戸時代の歴史を理解する上で、本報告書が多 くの方に役立てられたら望外

の喜びであります。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成などさまざまなご協力、ご指導 していただ

いた方々に厚 く御礼申し上げます。

平成 23年 3月

笛吹市教育委員会

教育長  山 田 武 人
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凡  例

1.本書中の地図は、国土地理院「塩山2万 5千分の 1」 をもとに加筆 した。

2.本書における図の縮尺は、全体図の第1ト レンチ 。第3～ 6ト レンチは1/80、 第2ト レンチは1/100、 他

は原則 として掘立柱建物・柱穴列・溝状遺構・不明遺構は1/60、 竪穴状遺構・井戸跡・土坑は1/80、

遺物は1/3である。

3.遺構の挿図中の ⅢⅢⅢⅢはカクラン、購羅期 は石をあらわす。

4.遺物の挿図中の断面の■|■ は陶器、飲 は椀をあらわす。

5.表の ( )は現存値をあらわす。

6.遺物の注記の略号はKNYである。
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第 1章 調査経過

第 1節 調査にいたる経緯

信虎誕生屋敷遺跡は、平成 13年度に山梨県埋蔵文化財センターにより埋蔵銭貨出土遺跡群詳細分布調

査事業に伴い、発掘調査がなされた。そこでは、15～ 16世紀のものと考えられる柱穴、土坑、溝などの

遺構が確認され、同時代の遺物も出土したことが報告されている。また、本遺跡内で大正 6年 (1918)に

甲州金と呼ばれる戦国時代の金貨 3点が出上しており、中世の遺跡であることがわかっている。

平成 19年度に山梨県峡東農務部から、笛吹市春日居町下岩下地内に春日居第 1地区支線農道 3号を建

設するに当たり、遺跡の有無の照会がされた。農道建設の対象地が周知の埋蔵文化野包蔵地である信虎誕

生屋敷遺跡と中川田遺跡に計画されていることが判明した。すでに、県埋蔵文化財センターが計画地付近

で発掘調査を行い、遺構・遺物が出土していることから、当該地にも遺跡の存在が想定された。

そのため、試掘調査が必要と考えられ、文化庁と県の補助金を受け、笛吹市教育委員会が試掘調査を平

成 20年 2月 18日 ～20日 にかけて実施した。調査対象面積は約 510どであつた。その結果、溝状の遺構

が検出され、中世のものと思われる遺物も出上したため、記録保存のための発掘調査が必要と判断された。

調査結果を踏まえ、山梨県峡東農務事務所と市教育委員会で協議をした結果、平成 20年度に本調査する

ことになった。これらの調査経費と報告書作成にいたるまでの整理作業費を山梨県峡東農務事務所が負担

することに決まった。

第 2節 調査経過と調査方法

平成 20年 8月 1日 から周知の埋蔵文化財包蔵地である信虎誕生屋敷遺跡の範囲内の農道拡幅箇所に重

機による表土剥ぎを実施した。住宅への侵入路のような現在利用されている道路など掘ることができな

い箇所を除いて表上を剥いだ。最初に第 1ト レンチ～第4ト レンチまで行った。第 5'6ト レンチは9月

16。 17日 に表上の掘削を行った。表土の掘削は、遺構確認面直上まで行い、それからは、ジョレンで掘り

下げた。また、第 3図のように、東から第 1ト レンチと名付け、第 5ト レンチまで既存道路の北側に、第

6ト レンチは既存道路南側に設定した。グリッドは任意に5m× 5mを設定した。

8月 5日 に機材の搬入を行い、6日 に任意の杭を設定した。7日 より精査に入つた。遺構が確認された

場所においては、移植ゴテなどを使用して、丁寧に掘り下げを行った。遺物は平板測量によって、原位置

の記録を行い、取り上げた。遺構も平板測量により記録した。

第 1ト レンチは、遺物は確認されたが、遺構は確認できず、石が多量に出上した。第 2ト レンチは、井

戸跡、溝状遺構、ピットなどの遺構が確認できた。第 3ト レンチは、溝状遺構を検出している。第 4ト レ

ンチは、土坑、溝状遺構、ピットが見つかっている。第 5ト レンチは、調査面積の約 1/3が撹乱をうけて

おり、遺構の確認にはいたらなかった。第 6ト レンチでは、溝状遺構を検出し、遺物も出上した。そして、

調査が終了したトレンチから埋め戻しに入り、10月 17日 に機材を搬出し、現場作業は終了した。文化財

保護法に基づく書手続きは以下のとおりである。

平成 20年 8月 12日 に文化財保護法 99条に基づく発掘通知を山梨県教育長へ提出。

平成 20年 10月 20日 に埋蔵文化財の発見通知を笛吹警察署へ提出。

整理作業は、平成 21年 と22年度に断続的に行った。遺物の洗浄、注記、遺物の接合を行い、実測の可

能な遺物の実測を行った。また、重要な遺物に関しては、小片でも実測図を作成した。遺構図面の整理、

遺物の検討を加え、遺物の実浪1図 と遺構図面の トレースをして、報告書の版下作成を実施した。そして、

平成 22年度末に報告書刊行にいたった。
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

山梨県笛吹市は甲府盆地の中央部やや東よりに位置している。笛吹市は、西側に甲府市、東側に甲州市、

北側に山梨市、南側に南都留郡富士河口湖町と境を接 している。市の総面積は 201.92kだ である。笛吹市

の地理的特徴は、市の名前の由来となっている笛吹川が北東から南西へと流れていることである。その笛

吹川には、狐川、浅川、金川、日川などの支流が存在 し、日川には大石川、京戸川などの支流が流れ込み、

これらの河川により形成された扇状地が市の南東側に広がっている。それに対 し市の北西側は、大蔵経寺

山、兜山、棚山などの秩父山地の前衛の山々が連なり、これらの山塊から逗ばれてきた土砂が笛吹川や平

等川の流れにより拡散 したことによってできた沖積地である。

信虎誕生屋敷遺跡は、市北西の旧春日居町下岩下にある。下岩下は、北側が山梨市の上岩下と、南は字

熊野堂と境を接 している。宇名の由来は、西方に兜山と呼ばれる岩山があり、その麓に位置しているため

つけられたといわれる。中世には岩下郷と呼ばれていたが、江戸時代の貞享元年 (1684)の 検地の時に上

下に分村 した。本遺跡は、平等川と笛吹川にはさまれた河岸段丘上にあり、現在は宅地やぶどう畑として

利用されている。また、遺跡南西には青梅街道と秩父街道の分岐があり、交通の要衝である。

＼漆

信虎誕生屋敷遺跡位置図 (S=1:25,000)
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第 2節 歴史的乗境

先述したように、信虎誕生屋敷遺跡は、春日居町下岩下にあり、山梨市との境に所在する。本遺跡が存

在する笛吹川右岸は周知の埋蔵文化財包蔵地が数多く知られている。本遺跡周辺も濃密に遺跡が分布する

地域である。

笛吹市東部は縄文時代の遺跡が豊富にあることで有名であるが、本遺跡周辺においてはほとんど知られ

ていない。特に旧春日居町内で縄文時代の遺跡は全くといっていいほど確認されていない。

それに対し、山梨県内では珍しい弥生時代の遺跡が下岩下地内で発掘調査されている。平成 11年度に

山梨県埋蔵文化財センターにより調査された横町遺跡である。弥生時代後期の住居跡が発見され、長野県

北部から東部で出土する土製品が出上している。また、横町遺跡の南西には上町田遺跡があり、平成 19

年度に調査され、弥生時代後期から平安時代の遺物が出土している。

大蔵経寺山、兜山、棚山の東向きの斜面には、多くの後期古墳が密集している。狐塚古墳からは、仏具

の銅容器、寺の前古墳からは環頭大刀柄頭、平林 2号墳からは馬具や武具などが出上している。古墳時代

の遺跡では、桑戸 (後町)遺跡がある。平成 4年度に県埋蔵文化財センターが調査し、古墳時代中期の住

居跡が見つかっている。熊野南遺跡と大侭遺跡は古墳時代の遺跡で、熊野北遺跡は古墳時代後期の遺跡と

して知られる。オ,]田遺跡は、昭和 63年度に旧春日居町教育委員会が、平成 19年度に調査を実施し、古墳

時代後期の住居跡を発見している。熊野北遺跡、銀雲寺橋遺跡、神東町遺跡は古墳時代から平安時代の遺

跡である。

古代になると、春日居町寺本に寺院が建設される。寺本廃寺跡は7世紀末の寺院で、県内では一呑古い

ものとされる。また、この地域は山梨郡に属していたと考えられ、郡名の由来となった山梨岡神社が鎮目

に鎮座している。寺本古代寺院のすぐ南に国府 (こ う)遺跡が存在する。その名の通り、甲斐国に最初に

国府が置かれた場所、または山梨郡家と推定されている。昭和 63年度の調査で礎石建物跡や基壇状の遺

構などを検出しており、この推定を裏付けるものとされる。

奈良 。平安時代の集落跡は、先述した桑戸遺跡、相田遺跡、上町田遺跡、横町遺跡が知られている。他

に市道遺跡、中川田遺跡なども平安時代の遺跡である。

旧春日居町内には、中世の遺跡はあまり多くない。特に中世の集落に関する遺跡は皆無に近い状況であ

る。中世の遺跡では、信虎誕生屋敷遺跡のような城館跡が確認されている。本遺跡のすぐ南には、柳田遺

跡がある。これは、中世の上豪の原田氏の屋敷跡と考えられる。『甲斐国志』によると、他に原氏の屋敷

も下岩下に存在しているという。徳条地区には小川奥右工門屋敷が存在している。

信虎誕生屋敷遺跡の北の地域の山梨市内にも同様に中世の城館跡が知られている。山梨市上岩下集落背

後の御前山には山城がある。御前山城または御前山のJk4火台とも呼ばれている。寛正 6年 (1465)、 甲斐

国の守護であった武田信昌 (武田信虎の祖父)と守護代の跡部景家が、この付近の夕狩沢で合戦に及び、

信昌が勝利し、景家は自害したといわれる。この頃に信昌が居所を川田 (甲 府市 )に移したと『甲斐国志』

は述べる。また、信昌は「落合殿」とも呼ばれており (「向岳寺文書」 (文亀 4年)2月 27日 付)、 武田信

縄に家督を譲り、山梨市の落合に隠居していたと考えられている。山梨小学校の南西約 400mの場所がそ

の地と推定されている。山梨市矢坪の永昌院は武田信昌の菩提寺である。また、『甲斐国志』によると、

正徳寺村の聖徳寺が武田信縄の居館と推定し、信虎の父武田信縄の牌子があると伝えている。信虎誕生屋

敷遺跡周辺は、武田氏と深い関連があるようである。

また、本遺跡南東約 2kmに大野砦がある。天正 10年 (1582)3月 に織田信長により武田氏が減亡に追

い込まれ、その信長も同年の 6月 に自害した。甲斐国は徳川氏と北条氏の取り合いの地となり、大野砦に

は北条氏に味方する大村氏が入り、同月穴山氏の家臣穂坂常陸介と有泉大学らの急襲によって落城したと

伝えられている。

江戸時代中盤の宝暦 13年 (1763)に本遺跡内に清水家の陣屋が置かれた。清水家は、9代将軍徳川家
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重の第二子重好にはじめる家で、江戸城田安門内に清水第と称される邸を与えられたため、このように呼

ばれている。いわゆる御三卿の内の一つである。寛政 7年 (1795)に重好が亡 くなり、跡継ぎがいなかっ

たため、所領没収となり、同年 10月 に陣屋 も廃止された。本遺跡内に稲荷神社があるが、それが陣屋の

北東隅と考えられている。

第 3節 信虎誕生屋敷 と家督継承について

信虎誕生屋敷遺跡は、中世の城館跡として周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されている。信虎とは武

田信虎のことで、言わずと知れた武田信玄と父親に当たる人物である。本遺跡の名前の由来は、『甲斐国志』

巻之三十人「古跡部」第一に「誕生屋敷」という項があり、下岩下村に「里人武田信虎ノ誕生セシ処 卜云伝フ、

畠二段八畝九歩、貞享元子年検地ノ時租税ヲ命ゼラル、又正徳寺村聖徳寺二五郎信縄ノ牌子アリ、信虎父

ナリ、遷移ノ時代詳ナラズ、今按ズルニ此所ハ跡部上野父子ノ居址力」と記載がある (注 1)ためである。

ここから、『甲斐国志』が編纂 された江戸時代に、下岩下村の人々の間で、武田信虎が生まれた場所が下

岩下村に存在すると認識 していたことがわかる。そして、廣瀬廣一氏が「誕生屋敷」を当地に比定し (注

2)、 そのためこの遺跡名が付いたのである。では、信虎誕生屋敷に関連して二、三の考察を加えたい。

まず、信虎の親はどのような人物であったろうか。信虎の父の名は武田信縄である。彼は、武田信昌の

息子で甲斐国の守護であった。信縄は、生年不詳 (一説に文明 3年 (1471)に生まれたという)、 没年は

永正 4年 (1507)である。信虎はその信縄の嫡男であった。

当時、武田氏の本拠地は甲府市の川田にあったと考えられている (注 3)。 信虎が下岩下で生まれたと

いう伝承があるのは、母方の実家が本遺跡の地にあったとされるためと考えられる。「菊隠録」という永

昌院の二世菊隠瑞渾の法語を集めた語録集の付箋に、「山梨郡岩下村居住岩下越前守、武田信虎母堂桂岩

兄也」とあり、武田信虎の母が岩下越前守の妹に当たる人物であることがわかる。つまり、当屋敷の当時

の主人は岩下氏となる。岩下という地名を名字として名乗るほどの土豪であるから当時相当勢力持ってい

たと推測される。だから、岩下越前守の妹が甲斐の守護家に嫁いでもなんら問題がない。信虎の母の実名

は伝わっていないが、「菊隠録」の桂岩妙昌大姉が記載されている箇所に付箋があり、「武田信虎公母堂、

岩下氏」とあるので、彼女が信虎の母ということになる(注 4)。 信虎は、岩下越前守の妹が実家へ戻った

時、生まれたといわれている。彼女は、永正 3年 10月 17日 に亡くなっている。先述したように、続いて

夫の信縄は彼女を追うように翌年の2月 14日 に病没している(注 5)。 永正2年 には信縄の父信昌も亡くなっ

ており、この頃、武田家内では不幸が続いたのである。

一方、高野山持明院が所蔵していた「武田家過去帳―十輪院―」 (「高野山引導院過去帳」)の「華岳妙

栄大姉大禅尼」について「甲州武田信虎御母様菩提也」とある (注 6)。 『甲斐国志』には「崇昌院殿華岳

妙栄大姉」が信縄夫人であるという記載もある (注 7)。 武田晴信 (信玄)は弘治 2年 (1556)11月 朔日

に広厳院へ宛てて寺領寄進状を発給している (注 8)。 それには次のようにある。

為祖母崇昌院菩提、一宮郷之内拾貫文之所、至子末代令寄附詑、自今以後、改崇昌院之号、可称広厳院者

也、恐々敬白、

弘治二年丙辰

十一月朔日 晴信 (花押)

広厳院侍衣閣下

文書の最初に「為祖母崇昌院菩提」とあることから、晴信の祖母が崇昌院だということがわかる。『過去帳』

や『甲斐国志』の記載と合わせると、崇昌院が信虎の母親となる。『過去帳』によると、彼女は天文 14年

(1545)6月 19日 に亡くなっている。この文書は、翌年の弘治 3年が崇昌院の十三回忌にあたり、それに
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伴い晴信が寺領を寄進したために発給されたと考えられる。彼女について、春日居町鎮目にある保雲寺に、

彼女の位牌があり (注 9)、 甲州市勝沼の泉勝院は、彼女が中興したと言い伝えられている (注 10)。

当時の史料からすると、信虎の母親は二人いたことになる。このことを整合的に理解するにはどうすれ

ば良いだろうか。どちらかの史料について、信憑性が疑われるならばよいのだが、どちらとも信頼できる

史料と思われる。

では、信虎の生年から確かめることにしよう。一般的に明応 3年 (1494)1月 6日 に生まれたとされる

(注 H)。 だが、秋山敬氏によると、信虎の各系図にみえる生年は、F甲 陽軍鑑』の記載などから導きLLさ

れたもので、信憑性が低く、F高 白斎記』の記載の明応 7年 1月 6日 が正しいという (注 12)。 そうすると、

信虎が家督を継ぐのは、信縄が亡くなって直ぐと考えられているので、永正 4年である。信虎は、前説が

正しければ14歳、後者であれば 10歳 (数え年)で継いだことになる。いずれにしても信虎は若年で家督

を継いだのである。信虎の家督継承は、前者の場合であれば元服した直後かまたはまだしていない、後者

であれば元服前の可能性が高い。どちらにしても信虎家督継承時、信虎は未熟であり、後見人が必要であつ

たと考えるのが自然であろう。

ところで、中世には、武家の当主が幼少ある場合や病弱な場合、当主の母親が政治を執ることがあっ

た (注 13)。 信虎が家督を継いだとき、桂岩妙昌はすでにこの世の人ではなかった。彼女の死は永正 3年、

信虎家督継承の前年であった。とすると、信虎の後見人がいなくなってしまったことになる。まだ、当時

大人になっていない信虎一人の力で、甲斐国を治めることはきわめて困難である。事実、家督を継承した

翌年の永正 5年、叔父の油川信恵が信虎に対し反乱を起こし、都留郡の小山田氏と武田氏が対立する (注

14)。 信虎や重臣たちがいくら優秀といえども、この危機的状況を幼少の信虎だけで乗り切るのは大変難

しいことではないのか。やはり信虎の後見をする人物が必要であったのではないか。

そうすると、信縄が亡くならたので、彼の夫人の一人である崇昌院が信虎の後見役になったと考えられ

る。言い換えれば、崇昌院が信虎の継母であるといえるのではないか。単なる側室では、武田家の家政を

取 り仕切るには荷が重いといえよう。また、福田千鶴氏によると中世において妻が二人以上おり、本妻、

別妻と妾を分けて考えるべきではないかという指摘がなされている (注 15)。 そうすると、桂岩妙昌も崇

昌院も両者とも信縄の妻であり、信虎を生んだ桂岩妙昌が本妻で、崇昌院が別妻の可能性がある。また、

逆の場合も考えられる。

当時の文献史料をみると、永正 5～ 7年の武田氏と都留郡の小山田氏の対立において、富士山北麓の日

連宗の僧侶が書き継いだといわれる「勝山記」には、武田軍のことを「国勢」、「国中」と記載されている。

「勝山記」中で信虎のことを指すのによく使用される「武田殿」や「屋形」といった文言は使われていない。

永正 12年 10月 の武田氏と大井氏との争いで信虎は初めて「勝山記」に「屋形」という語で姿を現す (注

16)。 一般的に永正 5年の信恵との合戦が信虎の初陣と考えられているが、「高白斎記」には「十月四日油

川彦人郎 卜四郎生害」 (注 17)、 「勝山記」には「此年十月四日武田人郎殿、同子息弥九郎殿・珍宝九打レ

サセ玉フ」 (注 18)と あるだけで、信虎が合戦に参加したかは明記されていない。

また、信虎の発給文書も年記があるものでは、永正 14年 のものが確認されている最古の文書である (注

19)。 しかし、甲斐市の慈照寺が所蔵する年未詳の 11月 13日付けの寺領安堵状は、花押形が永正 14年以

降の文書とは異なり、署名が「信直」とある (「信虎」と改名するのは永正 18年頃と考えられている (廣

瀬廣一『武田信玄伝』など)ので、永正 14年以前のものと考えられる (注 20)。 文書には「為右衛門佐

志」とあり、同寺に同日付の今井信甫の添状が残っている (注 21)ので、「右衛門佐」は今井信房のこと

であると考えられる。「勝山記」の永正 12年条に「当国大井殿屋形 トノ合戦、(中略)皆深田二馬ヲ乗入テ、

無出打死畢ヌ、其ノ人数小山田大和守、衛門助殿・尾曽殿、飯実殿、其ノ外随分面々様二十崎計、是大将

分方々也」とあり、「衛門助殿」が今井信房にあたり、先に述べた永正 12年 の合戦で亡くなっている (注

22)。 よって、年未詳の慈照寺宛の文書は、永正 12年 のものと考えられる。一呑古い信虎の発給文書は、

永正 12年のものとなる。「勝山記」においては永正 12年 10月 の大井氏との合戦の記載の「屋形」として

-6-



現れる (注 16)のが初めてである。「菊隠録」によると、信虎が永正八年に祖父信昌の七回忌法要を行っ

た記載があり (注 23)、 家督継承後資料上の信虎の初出である。

つまり、信虎が家督を継いで 4年間、記録類や発給文書に信虎個人が現れないのである。そうすると、

永正 8年頃、信虎が独 り立ちできたのではないか。信虎が一人前になるまでは、崇昌院が信虎を後見 して

政治を行っていたと考えられる。

また、崇昌院の菩提を弔う武田晴信の寺領寄進状が出された理由もわかる。晴信は、大永元年 (1521)

生まれなので (注 24)、 桂岩妙昌を直接は知らないはずである。崇昌院が信虎の継母であったなら、当然、

崇昌院を自分の祖母だと認識 していたと考えられる。特に、崇昌院は天文 14年 まで生存 してお り、天文

10年 に晴信は、信虎を駿河へ追放 して家督を継承 し、この時期、信州伊那を攻略してお り、青年期の晴

信には彼女は大変身近な人物であったと推測される。晴信にとっての祖母は崇昌院であったので、先に挙

げた内容の文書が発給されたと推測される。

信虎の生誕地となると難 しい問題である。本遺跡の他に、信昌 。信縄・信虎の館の川田館 も伝承地なの

である。『甲斐国志』には「川田村ノ域二旧址アリ、里人信虎ノ誕生屋敷云」とあり (注 25)、 信虎は「川

田五郎」と呼ばれたと記されている。信虎の生誕地についての伝承は下岩下の岩下氏の屋敷跡と川田の館

の二つある。だが、秋山敬氏によると、信虎が誕生 した頃、父の信縄は現在山梨市の落合に住んでいたと

し、その上家臣たちは本貫地を離れ、落合周辺に屋敷を構えていたとされ、だから、信虎は岩下氏の屋敷

で生まれたと指摘されている (注 26)。 文献史料からはどちらが生誕地かを明確にすることはできないが、

秋山氏の指摘は大変重要だと思われる。

注

(1)『大日本地誌体系 甲斐国志』第2巻 (雄 山閣、1970)P178

(2)廣瀬廣― F武田信玄伝』 (紙硯社、1944)

(3)『山梨県史』通史編2 中世 (2007)な ど

(4)F山梨県史』資料編 6中世 3上 県内記録 (2001)P342

(5)「高白斎記」 (『 山梨県史』資料編 6中世 3上)P83

(6)『山梨県史』資料編 6中世 3下 県外記録 (2002)P919

(7)『大日本地誌体系 甲斐国志』第4巻 (雄 山閣、1972)P38

(8)『山梨県史』資料編 4中世 1 県内文書 (1999)801号文書

(9)『大日本地誌体系 甲斐国志』第3巻 (雄 山閣、1971)P197

(10)『大日本地誌体系 甲斐国志』第 3巻、P125

(11)た とえば、前掲 (2)書や機貝正義『定本武田信玄』 (新人物往来社、1978)な ど

(12)秋山敬「武田信虎の生年について」『武田氏研究』第 35号 (2006)

(13)田端泰子『女人政治の中世』 (講談社、1996)な ど

(14)「勝山記」 (『 山梨県史』資料編6中世 3上)P224

(15)福 田千鶴『淀殿』 (ミ ネルヴァ書房、2007)

(16)「勝山記」 (『 山梨県史』資料編 6中世 3上)P225

(17)「 高白斎記」 (『 山梨県史』資料編 6中世 3上)P83

(18)「勝山記」 (『 山梨県史』資料編 6中世 3上)P224

(19)『山梨県史』資料編 4中世 1 799号文書

(20)『山梨県史』資料編 4中世 1 1252号文書

(21)『山梨県史』資料編 4中世 1 1251号文書

(22)「勝山記」 (『 山梨県史』資料編 6中世 3上)P225

(23)F山梨県史』資料編 6中世 3上 P312

(24)「 高白斎記」 (『山梨県史』資料編 6中世 3上)P83

(25)『大日本地誌体系 甲斐国志』第4巻、P38

(26)『山梨市史』通史編 上巻 (2007)P223～ 224
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第 3章 調査 の概要 と層序

第 1節 調査概要

先述したように、調査区を第 1ト レン

チから第 6ト レンチにわけて調査 した。

ここでは、各トレンチの調査結果を簡単

に述べることにする。

第 1ト レンチは、約 8∬ を調査 した。

湿地状の上質に多数の礫が混入してい

た。遺構は確認できなかった。かわらけ、

陶磁器が出上している。

第 2ト レンチは、約 205だ を調査した。

掘立柱建物、溝状遺構、竪穴状遺構、

土坑、井戸跡、ピットなどを検出している。

かわらけや陶磁器が出土している。

第 3ト レンチは、約 8ど を調査 した。

溝状遺構が確認されている。遺物も少量

であるが出土している。

第 4ト レンチは、約 53ポ を調査した。

柱穴列、土坑、溝状遺構、ピットを検出

している。

第 5ト レンチは、約 16だを調査した。

造成されており、遺構確認面より深いご

み穴を確認している。遺物がわずかに出

土したのみで、遺構は確認できなかった。

第 6ト レンチは、約 認∬を調査した。

溝状遺構が確認されている。遺物の出土

は極めて少なかったが、地表で、遺物を

採集することが可能であった。

第 2節 基本層序

今回調査した箇所の基本の上層は、す

べてのトレンチでほtF同 じであつた。1層

は暗褐色～掲色の耕作上である。2層は、

にぶい黄褐色の砂質土であった。そして、

灰責褐色の地山であった。県埋蔵文化財

センターが調査した地点の基本土層は、

表土、白色砂層、茶褐色土層で、中世の

遺構確認面は暗褐色土層である。市の

調査地点と県の調査地点では土層の地積

状況は異なっている。

537‐ 3

562‐ 1

第 3図 調査区位置図 (S=1:1,000)
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第 4章 発見された遺構 と遺物

第 1節 掘立柱建物

1号掘立柱建物 (第 6図 )

第 2ト レンチの C-5。 D-5グ リッドの西壁付近で発見された。東西 1間、南北 3間で、東西の柱間が 2.8m、

南北の柱間が 1,8mである。調査区境で検出されたため西側に広がっている可能性 もある。東狽I北か ら三

つ目のピットは 4号土坑、同じく四つ目のピットは 3号土坑に切 られている。また、建物中央部には、3

号溝状遺構、1号土坑、2号土坑が存在する。これらの遺構 と本遺構の新旧関係は不明である。土層の観

察から、南西隅以外のピットで柱痕と考えられる層が確認された。小片のため図示できなかったが、東側

北から三つ 目のビットで土師質土器片が出上 している。4号土坑からは 17世紀後半以降の瀬戸・美濃の

碗や同時期の肥前の碗が出上 しているので、それ以前の遺構 と考えられる。

2号掘立柱建物 (第 7図 )

第 2ト レンチ B_5グ リッドで検出されている。この遺構は、整理作業時に確認されたものである。東

西 2間、南北 1間で、東西列の中央部の柱はやや東よりにずれている。南北の柱間は2.6mである。また、

東側が調査区との境のため、東側に広がっている可能性 もある。北側中央部にはピットは検出されていな

いが、穴の深さが浅かったため、削平された可能性 も考えられる。重複 している遺構はない。また、遺物

も確認されていない。そのため、詳しい時期は不明である。

/
/
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第 6図 1号掘立柱建物
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第 7図 2号掘立柱建物

生.③

A(293400m)

0                 2m

第 2節 竪穴状遺構

1号竪穴状遺構 (第 3・ 9図 )

第2ト レンチ B望 グリッドで確認している。東側には、2号掘立柱建物が存在する。東西 2.lm、 南側

は調査区外にあるため不明である。深さは遺構確認面から約 10cmであり、調査区境のセクションでは約

35cmを 測る。覆土は、暗灰責色上であった。北壁からピット23を検出している。ピット23は土層を確

認できなかったが 1号竪穴状遺構よりも古い遺構と考えられる。遺物は、調査区境中央部で覆土中上層か

ら15世紀代のかわらけが出土している。ロクロ成形され、褐灰色を呈しており、金属の融解物が付着し

ている。

A(293200m)

1号竪穴状遺構 第 9図 1号竪穴状出土遺物第 8図
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lk   2号 柱穴列

第 10図  1号、2号柱穴列

第 3節 柱穴列

1号柱穴列 (第 10。 11図 )

第 2ト レンチ B_2・ C-2グ リッドで見つかっている。東西方向 3間

の柱穴列で、ピット間が約 ■8mである。覆土は、いずれのピット

も暗灰黄褐色の上であった。それぞれのピットの深度はそれほど深

くない。l号溝状遺構に西から二つ目のピットが切 られている。調

査区外にこの遺構に伴 う柱穴列が存在する可能性がある。遺物は、

第 11図 1の 16世紀のかわらけが、東から二つ目のピットの覆土中

から出上 している。

第 11図 柱穴列出土遺物

2号柱穴列 (第 10。 11図 )

第4ト レンチ南東隅で確認されている。東西方向 4間の柱穴列で、ピット間が約 ■8mである。覆土は、

いずれのピットも暗灰黄褐色土であった。ピットの深度は比較的深い。重複関係はない。遺物は、第 H
図 2のかわらけが西から二つ目のピットの覆土中から出土している。15世紀のかわらけで、この トレン

チ表土内から出上した破片と接合している。

-14-



第 4節 井戸跡

1号井戸跡 (第 12。 13図 )

第 2ト レンチ△_1グ リッドで発見された。長軸 ■8m、 短軸 1.6mの 規模の井戸である。深さ約 50cm以

下には掘型の周囲に何段かに石が積まれており、石を積んで井戸の枠を構築したものと考えられる。覆土

は灰黄褐色上で、深さが増すと粘性が強くなり、礫を多く含んでいた。最下層部までは、危険が伴うため

掘ることができなかった。遺物は、第 13図 1は、16世紀のかわらけの底部である。2は瀬戸・美濃系の

陶器の碗である。3は産地不明の陶器である。4は 16世紀の瀬戸・美濃系の陶器の底部で、器種は不明で

ある。他に小片で図示できなかったが、上層から時期不明の磁器や 17世紀末～ 18世紀の瀬戸・美濃の陶

器が出上している。17世紀末から18世紀初頭ぐらいまでは機能していた井戸だと考えられる。

1 にぷい黄褐色土 (101R4/31砂質五 しまりkt・kSeV、 粘牲調ヤ、炭化肋少量含帆

2 灰黄褐色土 (llll14② 砂質上 しまりやや有り。粘性弱し、

3 にがい黄褐色土 (101av3)砂 質上 しまりや(有 り。型部醸事爾弓し、 ンル ト螂 ▼、

4 灰黄褐色士 (10Ⅷ4/2)げ質塩 しまりくネ調目▼、糊胆弱V、 力解日閉医少量合悦

5 暗灰黄色土 (2 5YV2)砂質七 しまりややヨBし 、粘性やや弱ヤ、 シレト分やや有り。

6 暗灰黄色土 ¢研V21砂質上 しまり弱ヤ、粘性や塔騨 、 シアレト分わずか斗こ有り。

7 黄灰色上 (2 5Yγ l)中釉翔ち しまり弱ヤ、粘性やや調セヽ シルト分■や有り。

第 12図 1号井戸跡
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第 13図  1号井戸跡出土遺物

昂∈フ∂oI

-15-

、ヽここ
====」

___ど≦:ミ]'   4



A .

A(293300m)

A′

A′

A

A′ A(293500m)

A′

A′

A′

A′

共 にぶい黄褐色土 (101R4/2)砂質上 しまり弱しヽ 粘性弱しヽ

2 にぶい黄褐色上 (10YR5/21砂質上 しまり弱し、 粕陛寧調ヨしヽ シウト分やや有り。

A(293300m)

1 褐色土 (10YR4/41砂 質上 しまり弱�ヽ 粘性調Vヽ

A′    A .

A(293300m)                    .

一

ヽ
A

A(292900m)
A′

A(292900m)

1 暗灰黄色土 125Y4/21砂質義 しまりやや有り。蛉 ヤ、 シウト分やや有 り。

2 暗灰黄色土～黄灰色土 似制M/2-1)砂質上 しまりやや有り。粘性やや有り。シル ト分やや有り。

3 暗灰黄色土
～黄灰色土 0 5YR4/2～1)砂質上 しまりやや弱し、 蜂 司し、 シルト分やや有り。

第 14図 土坑
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0               10cm

第 15図 土坑出土遺物

第 5節 土坑

1号土坑 (第 14図 )

第 2ト レンチ C_5グ リッドで発見されている。長軸 ■2m、 短軸 1.lm、 深さ約 30cmの隅九方形に近い

形状をしている。覆土は、にぶい黄褐色上である。この上坑は 3号溝状遺構を切っているので 3号溝より

も新 しい。

2号土坑 (第 14・ 15図 )

第 2ト レンチ C_5グ リッドの 1号土坑北側から検出されている。長軸 上2m、 短軸 1.Om、 深さ25cmの

不整円形の上坑である。上部は掘 りすぎてしまい、土層を確認できなかったが、底部は褐色上であった。

この上坑も3号滞状遺構を切つている。遺物は、第 15図 1が上層から出上している。褐灰色の 15世紀の

かわらけである。底部に墨書がある。

3号上坑 (第 14図 )

第 2ト レンチ D‐5グ リッドの 1号掘立柱建物の北東隅で検出されている。径 90cm、 深さ 10cmの 隅九

方形の形状を呈 している。黄褐色上で覆われていた。1号掘立柱建物の北東隅のピットを壊 している。小

片のため図示できなかったが、かわらけが 2点出土している。

4号土坑 (第 14。 15図 )

第 2ト レンチ C_5グ リッド、3号土坑の北側で確認 している。長軸 1.lm、 短軸 ■Om、 深さ 15cmの ほ

ぼ円形の上坑である。覆土は責褐色上であった。1号掘立柱建物のゴヒ側の東から2つ 目のピットを切って

いた。1号掘立柱建物よりも新 しい土坑である。遺物は第 15図 2・ 3が出土している。2は、16世紀の瀬戸。

美濃の陶器の碗の回縁である。3は、17世紀後半の肥前系の陶器の碗である。他に小片で図示できなかっ

たが、 かわらけの破片が出土 している。

5号土坑 (第 14図 )

第 2ト レンチ C_5'C-6グ リ

20cmの精円形を呈 している。

6号土坑 (第 14図 )

第 4ト レンチ中央やや東よ

ッド、4号土坑の北東から検出されている。長軸 75cm、 短軸 65cm、 深 さ

覆土は灰黄褐色土であった。重複関係、出土遺物はともになかった。

りで確認 している。長軸 70cm、 短軸 60cmの楕円形を呈 している。土坑は、

＼
１

／
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A′A′ A(293400m)
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3号溝状遺

B′   B(293400m)

A(293900m)

オリープ格色 (10YR4/31砂 質上 しまり弱▼、粘性弱し、

灰黄褐色土 (10YR4/21砂 質上 しまり弱ヤヽ 粘性調し、

B(293‐ P00m)            。 B′

C像9a30       c′

A(293300m)

A′                     A

B

B′

B′

A′

B(293900m)

4号溝状 遺構

I 撤 色土鞘 躇羅鍋とは 5Y4/1-21砂質上 しまりやや弱Vヽ 粘性や鮮騨ヽ シルト舛 弾請 り。

2 暗灰黄色土 125Y72j砂 質五 しまりやや弱予、蛉 説、 ラクレト分やや有り。灰色砂ブロック少量

仙

3 暗灰黄色土 125Y4/21砂 質上 しまりやや弱し、粘性やや弱ヤ、 シウト分やや有り。炭化肋権少量含む
`

4 暗灰黄色土 12 5VV21砂 質上 しまりやや弱し、私緩やや弱ヤ、 シルト分やや有り。

5 黄褐色土 126Y5/al砂 質iし まり弱V、 雅硝くギ調弓ヤ、 シルト分材 心載こ有り。

6 オリープ褐色上 125Y4/31砂 質塩 しまり弱し、粘性やや弱し、 シウト分わずかに有り。

″ 暗囃 上 12 5VV21顔 上 しまりや(有り。翠硝駅部調厨し、 ラつウト分か励載こ有り。

8 オリープ褐色土 125Y4/a)砂 質上 しまりやや調セ、粘催やや調�、 ンルト分やや有り。

9 晴灰黄色土 125Y4/21砂 質亀 しまりやや璃し、粘性やや弱ヤ、 物レト分やや有り。炭イ卵 量含�

IOオ リー74BaEL 12 5V4/31可 暇上 しまり弱鳴 糊隣縣調 V、 カレト分渉翔 こヽ有り。

■ 暗灰黄色土 12 SYV21砂 質上 しまり調し、粘性やや弱し、 シレト分わずかに有り。脚 ヒ物福少量含む。

12 黄灰色土 125Y4/1)砂 質上 しまり弱し、蛉 しヽ カレト分わず力→こあり。

13 暗灰黄色土 125Y4/21砂 質上 しまり弱V、 粘性調し、 ラクレト分渤 1こ有り。炭化物極炒崎 転

14 黄灰色土 (25V4/1)砂質上 しまり弱し、粘淮弱ラヽ

第 16図 溝状遺構 (1)
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X
6号溝状遺構

1 灰黄褐色上～に基1演褐色土 (ll ll14/2～ 3)砂質上 しまりやや有り。粘牲やや有り。シル ト分高ヤ、

2 灰黄褐色上～にがい黄褐色土 (10Y随 /2～3)少質上 しまりやや弱し、粘性やや弱しヽ ンレト分やや有り。

3 にぶい黄桐色土 (10YR4/3)カ レト質七 しまりやや有り。粘性や(弱ヤ、

4 にぷい質褐色と (10YR4/3)り質上 しまりやや弱し、米IIIlやや弱ヤ、シル ト分やや有り。

5 灰黄褐色土～にぶい黄協色■ (10報4/2～3)4p/質遠 しまりやや弱し、粘世やや弱,、

0 褐灰色(101TK4/1)シ レト質上 しまりやや有り。路性やや有り。

7 灰黄褐色■ (よ 044/2)砂質上 しまり,3ヤ 、 thPILヨ し、

8 禍灰色士 (10 1ヽ1)中粒―IIth_lV17七 しまり弱ヤ、粘性/r悦 地山崩落追

8号溝状遺橋

1 にぷい黄掲色上 (1側 R791シル ト質上 しまりやヽ有 り。粘性やや有り。

2 暗灰黄色上～オリーブ褐色土 (25γ 4/2～0シルト質遠 しまりやや有り。粘性やや弱ヤ、

8 暗灰黄色上 (25Y4/21シ フレト質七 しまりややおりp粘性やや調し、

4 蜘吹色主～賭灰黄色土 12副 4/1～2)シアレト質上 しまりやや有り。鶏脳((岩り。

A(292900m)

7号溝状遺橋

1 暗灰黄色上 (25Y4/か 7/1上 しまりやや弱ヤ、結性弱▼と

2 暗灰黄色士 (25Y4/21砂 質上 しまり尋ヨヤ、粘世弱▼、

3 暗灰黄色土 (2引 4/21砂質上 しまりや榮右り。蝉 房ヤ、 ンルト分(や有り。

4 1警灰黄色土～黄灰色上 (25Y4/2～ 1)ラクレト質亀 しまりやや弱セ、粘性やや有り。

S 暗灰黄色土 (25Y4/2)レ レト質亀 しまりやや弱V、

6 暗灰黄色～黄灰色土e SY4/2～ 1)砂質上 しまりやφゆ、粕世やや有り。シアレト分高ヤ、

7 暗灰黄色～黄灰色土Q5V4/2～ 1)ンルト質亀 しまりやや有り。消世やや有り。

8 暗灰黄色上 (25Y夕り 砂買上 しまリヨBヤ 、粘催弱レ、

9 晴灰黄色～黄灰色土125V4/2～ 1)砂質上 しまり屋や弱い。粘性やや弱し、 シツレト分やや有り。

9号清状遺構

1 黄灰色よ (25Y4/1)細 砂上 しまり弱し、粘性な晩

2 オツーブ褐色土 (2も yvO砂質亀 しまり弱ヤ、粘性やや弱し、 シレト分やや有り。

Э オリーブ褐也士～暗灰黄色土 (25Y4/3～ 21V/4七 しまり韓 弓し、粘性やや弱ラ、
シルト榊 盲り。

髯一　　　　＼＼ふミ∀▼Ｋ＼　尽一

第 17図 溝状遺構 (2)

深さ約 15cmで テラスがあ り、底部北東側でさらに20cm落 ち込んでいる。重複関係はなく、遺物は小片

のため図示できなかったが、近世の瀬戸・美濃産の鉄釉の陶器片が出土している。

7号土坑 (第 14・ 15図 )

第 4ト レンチ西側で発見された遺構である。長軸 14m、 短軸 1,Omの楕円形を呈 していた。底部に北側

に巾 20cmのテラスがあ り、その南側はさらに落ち込んでいる。覆土は、暗灰黄色上であった。重複関係

はなし。遺物が第 15図 4が出土しており、16世紀のかわらけである。他に小片のため図示できなかったが、

かわらけの破片が数点出上 している。

第 6節 溝状遺構

1号溝状遺構 (第 16・ 18図 )

第 2ト レンチ A‐ 2・ 3・ B-2・ 3グ リッドで検出された。巾 1.lm、 深さ 20cm、 長さは調査区外まで廷びるの

で不明である。検出できたのは約 4mである。覆土は主に灰黄掲色上であった。当遺構の北側は、2号溝

状遺構によって壊されている。また、南の調査区の境近 くに 1号柱穴列に伴うピットを切っている。遺物

は比較的多 く出土 している。第 18図 1と 2は 16世紀のかわらけである。3と 4は土師質の鉢である。3
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第 19図 溝状遺構出土遺物 (2)

イま15世紀のものである。5は土師質の情鉢で、時期は 15～ 16世紀が想定される。6～ 8は内耳土器であ

る。7と 8は同一個体の可能性がある。他に小片のため図示できなかったが、ほとんどの遺物が 16世紀

のものなので、この遺構は、16世紀に機能 していたと思われる。

2号溝状遺構 (第 16図 )

第 2ト レンチ A-3グ リッドで検出された。1号溝状遺構を壊 している。巾 1.lm、 深さ約 30cmで、長さ

は、東側については調査区のタトヘ廷びてお り、西側 も1号不明遺構によつて壊されているため不明である。

1号溝状遺構 よりも新 しいものと判断される。暗灰責色上が覆上であった。遺物は、土師質土器片が出土

しているが、月ヽ片のため図示できなかった。

3号溝状遺構 (第 16・ 18図 )

第 2ト レンチ C_5グ リッド、1号掘立柱建物の内部で検出された。長さ5.lm、 巾 1.4m、 深さ20cmであった。

覆土は砂質の灰黄褐色土であった。上層は、1号土坑、2号土坑に切られている。遺物は、第 18図 9、 10が

出上している。9はかわらけの底部で、灰褐色を呈している。10は土製品で、かわらけの底部の転用品である。

4号溝状遺構 (第 16。 18・ 19図 )

第 2ト レンチ D-5。 6で検出されている。l号掘立柱建物より東側に位置する。遺構の東側は撹乱を受け

ている。検出された範囲で巾 2.Om、 深さ90cmで あり、長さは両端ともに調査区タトヘ延びているため不

明である。底部西側に巾 70cmほ どのテラスがあり、テラスの東側は落ち込んだ状態 となっている。覆土

は主に灰黄色上の砂質土であった。カクランの他には、遺構の重複はなかった。遺物は、第 18図 11～第

19図 16が出上 している。11～ 14ま でかわらけで、11と 12は完形品で 16世紀中ごろの遺物である。また、

11と 13は煤が付いており、灯明皿に使われたものであろう。15は常滑の甕である。第 19図 16は土師質

の火鉢である。他に図示できなかったが内耳の破片なども出上している。16世紀中ごろの遺構であろう。

5号溝状遺構 (第 16図 )

第 2ト レンチ B_5グ リッドの北壁で検出されている。西端はピットが壁を壊 している。規模は調査区境

で検出されたために不明である。遺構の形状は溝状を呈するが、元来はくぼんでいる自然地形で、そこへ

整地するために土を入れた遺構の可能性 もある。遺物は、かわらけ片などの上師質土器が出上 している。

6号溝状遺構 (第 17・ 19図 )

第 3ト レンチで検出されている。長さは両端 ともに調査区外へ延びているため不明で、巾 3.Om、 深さ

約 30cmの規模である。重複関係はない。灰黄色の土で覆われていた。遺物は、第 19図 17が出土してい

る。16世紀のかわらけである。外面には煤が付着 している。他に土師質土器がわずかに出土 している。
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第 21図  ピッ ト群詳細図 (2)

第 1 表 ピットー覧表

7号清状遺構 (第 17・ 19図 )

第 4ト レンチ西端で検出されている。1回掘 り直さ

れているものと土層観察から判断され、少し東側へ作

り直されている。図の左側が古い遺構で、右側が新 し

いものである。長さは、両端ともに調査区外にあるた

めに不明であるが、古い方、新しい方ともに巾 70cm

である。覆土は、暗灰黄色土が主であった。遺物は、

第 19図 18のかわらけが出上している。他には図示で

きなかったが、内耳片、鉢の破片が出土している。

8号溝状遺構 (第 17図 )

第 4ト レンチ西端、7号溝状遺構の西で検出されて

いる。長さは両端が調査区外に延びているため不明で、

巾 90cm、 深さ40cmほ どの規模である。暗灰黄色上の

上で覆われていた。遺構の重複はない。遺物は小片の

ため図示できなかったが、かわらけ片が出上している。

9号溝状遺構 (第 17図 )

第 6ト レンチ東端で検出されている。規模は、長

さは両端が調査区外に廷びているため不明で、巾

90cm、 深 さ30cmで ある。オリーブ褐色、灰責色

などの上で覆われていた。遺構の重複はない。遺物

は小片のため図示できなかったが、土師質土器の破

片が出土 している。

第 7節  ピット群 (第 20・ 21図 )

掘立柱建物と柱穴列にならなかったピットについ

ては、第 20。 21図 で図示 してお く。また、規模 な

どについては、第 1表にまとめてある。

遺構番号 位置 平面形
規模 (cm)

重複関係 備考
大きさ (長径 X短径) 深 さ

Pitl 2ト レンテ 隅丸方形 43X 35

Pit2 2ト レンテ 不整円形 29 × 27

2 トレンチ 不整形 40× 36

Pit4 2ト レンチ 不整円形 39 × 35

2ト レンチ 楕円形 36 × 30 l号不明遺構

Pit6 2ト レンチ 35 ×――

Pi♂ 2ト レンチ 隅九方形 40X30
Pit8 2ト レンチ 楕円形 47 × 43

P p 2ト レンチ 円形 40 X 38 孵

Pi 0 2ト レンチ 楕円形 45X31
Pitll 2ト レンチ 楕円形 54X46 かわらけ出土

Pit12 2ト レンチ 不整形 66 ×40

2ト レンテ 47X――
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遺構番号 位 置 平面形
規模 (cm)

重複関係 備考
大きさ (長径×短径) 深 さ

4 2ト レンチ 円形 25 × 25

2ト レンチ 40 ×――

Pi 2ト レンチ 楕円形 30 × 26

Pi 7 2ト レンチ 不整円形 49 × 40

Pit18 2ト レンチ 45 ×―― 12

Pi 2ト レンチ 楕円形 35 × 26

Pit20 2ト レンチ 楕円形 33 × 27

Pit21 2ト レンテ 円形 31× 31

Pit22 2ト レンテ 楕円形 40 × 35

Pit23 2ト レンチ 惰円形 50 × 41

Pit24 2ト レンチ 48× 一 土師質土器出土
Pit25 2ト レンチ 不整円形 30 × 26

Pit26 2ト レンチ 楕円形 30 × 25 6

Pit27 2ト レンチ 不整円形 30 × 28

Pit28 2ト レンチ 円形 45 × 43

Pit29 2ト レンチ 楕円形 41 × 35

Pit30 3ト レンチ 円形 26 × 26

Pit31 4ト レンチ 楕円形 20 X 15

Pit32 4ト レンチ 不整円形 35 X 20

Pi博3 4ト レンチ 楕円形 35 × 29

Pit34 4ト レンチ 円形 25 × 23

Pit35 4ト レンチ 楕円形 34 × 27

第 8節 不明遺構

1号不明遺構 (第 22・ 23図 )

第 2ト レンチ A-2グ リッドで検出された。1号溝状遺構の西側に位置する。不整形の浅い掘 り込みである。

この掘 り込みは、1号溝状遺構と2号溝状遺構により止められている。この遺構南側の 1号溝状遺構寄 りに

1基 ピットが検出されている。また、遺構の南側は、一部カクランによって壊されている。覆土は褐色土であっ

た。この遺構は、元来窪地であった場所に上を入れた整地した跡と考えられる。出土遺物は、第 23図 1が

かわらけである。2は、仏飯具の足である。近世の遺物が出土しているので、江戸時代のものであろう。

2号不明遺構 (第 24・ 25図 )

第 2ト レンチ E-5。 F-5グ リッドで検出された。遺構東端と南端は調査区外 となってお り、北側はカクラ

ンをうけていた。遺物は、第 25図 1と 3は 17世紀後半頃の肥前の陶器碗で、2は 同時期の唐津の刷毛目

碗である。4は瀬戸・美濃産の鉄碁由の陶器である。5は瀬戸産の瓦質の情鉢である。江戸時代前期のごみ

穴と考えられる。

第 9節 遺構外遺物 (第 26。 27図 )

第 26図 1は 16世紀中頃のかわらけで、5号溝状遺構周辺から出土 している。2は 第 1ト レンチ中央部

から出上 しているかわらけで、16世紀のものと思われる。3は初山窯の皿。大窯期のもので、第 4ト レン

チの 7号溝状遺構の周辺から出上 している。4は志野の碗の口縁部である。5は美濃産の陶器で、内側に

鉄メ由がかけられている。第 2ト レンチの南端のカクラン内から出土 している。

6と 7は悟鉢で、6は 15世紀から16世紀頃の片口がついた土師質の信鉢で灰色を呈 している。8は 内

耳土器の破片で、耳の部分であるが、耳は欠けている。

9は青磁の碗の破片である。10は 16世紀の白磁の皿の回縁部である。11は 明の染付の皿の破片で、第

2ト レンチ 4号溝状遺構周辺で出土 している。

12はかわらけで 17世紀の所産と考えられる。13～ 16は 陶器の碗である。14は肥前の陶器で、第 26図 1、

3と 同じ製品である。15と 16は美濃産で、15は 17世紀後半から18世紀前半にかけての所産である。17
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第 27図 遺構外遺物 (2)

は陶器の灯明受皿である。18と 19は肥前系の染付の碗で、18世紀以降のものである。

20は 円盤状で中央に穴があけられている土製品である。21は桟瓦である。22は椀で試掘調査時に出土

している。23は鉄製品の釘であり、24は鉄族である。

第 27図 25は石製品の鉢である。26は 中央に窪みのある凹石である。27は煤が付着 しており、何かの台

に使用されたものと考えられる。28は水晶である。

|

(〔::::::::::|)    26

1

1

〔I::こここここ:::'1     27

20Pm

一
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ト ー ー 十 一 一 引

第 2表 土器類観察表

図版
番号 番号 出上位置 器種

法量 (cm)
推定産地 色調 焼成 時期 備考

口径 器高 底径

9 l l号竪穴状遺構 土器 かわらけ 在地 褐灰色 良 好 タール付着

l 1号柱穴列 土器・かわらけ 在地 橙色 良好

11 2 2号柱穴列 土器 かわらけ (120) (65) 在地 橙 色 良好 15 c 表土一括と接合

l 号井戸跡 土器 'かわらけ 在地 浅責色 良好

2 号井戸跡 陶器・碗 瀬戸・美濃 鉄釉 良好 16c?
3 号井戸跡 陶器 碗 灰 釉 良好

4 号井戸跡 陶器 碗 瀬戸・美濃 暗褐色 良好

1 2号土坑 土器 かわらけ (128) (62) 在 地 褐灰色 良好 15c 墨 書 あ り

5 2 4号土坑 陶器 碗 瀬戸 美濃 灰白色 良好

3 4号土坑 陶器 碗 肥前 灰釉 良好
17c後半～
18c前半

5 4 7号土坑 土器・かわらけ (38) 在地 橙色 良好 16c

l l号溝状遺構 土器・かわらけ (106) 160) 在地 蘭織晶色 良好

8 1号溝状遺構 土器 ,かわらけ 在地 橙 色 良好 16 c

1号溝状遺構 土器 鉢 (320) 在地
(外)明赤褐色

`内

Ⅲ緒 良好

4 1号溝状遺構 土器・鉢 (1141 在地 (幡轡 良好
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図版
番号

番号 出上位置 器 種
法量 俺m)

推定産地 色調 焼 成 時期 備考口径 器高 底 径

5 1号溝状遺構 土器 悟鉢 在地 橙色 良好 15-16 c

6 1号溝状遺構 土 器 内耳 (300) 在地 (外)黒褐色
(内 )橙～褐灰色 良好 15c 煤付着

7 1号溝状遺構 土器 '内 耳 (296) 在 地 洲鰹落詣ζ鏃 色良好 15c 煤付着

8 l号溝状遺構 土器 内耳 (220) 在 地
υ

内 良好 煤付着

9 3号溝状遺構 土器 かわらけ 在 地 灰色 良好 15c ?
3号溝状遺構 土製品 在地 にぶい黄橙色 良好 かわらけを転用

4号溝状遺構 土器 灯明皿 在地
蝶 絡 蝉
(外 )捐灰色～橙

良好 煤付着

2 4号溝状遺構 土器 かわらけ 在地 灰 色 良好

4号溝状遺構 土器 灯明皿 (108) 在地 (外 )灰
1侃籠

～黒褐色
良好 煤付着

4号溝状遺構 土器 かわらけ (90) 在地 橙 色 良好

4号溝状遺構 陶器 甕 常滑 ¢Ч縄銭孵色
良好

4号溝状遺構 土器・鉢 在地 橙色 農好 15 c 菊花紋あ り

6号溝状遺構 土器 かわらけ (180) 在地 (外 )昂輛急雹橙色 農好 調整 した線亥」あり

9 7号溝状遺構 土器 かわらけ (178) 在地 灰 白色 良好
1 l号不明遺構 土器 かわらけ 在 地 橙色 良好

2 1号不明遺構 陶器 仏飯器 灰 釉 良好 以降

1 2号不明遺構 陶器・碗 肥前 膨〔メ由 良好
17c後半～ 18c

前半 呉器手碗

2 2号不明遺構 陶器 碗 (1■ 8) 唐 津 刷毛目 良好
17c後半～ 18c

前半

3 2号不明遺構 陶器・碗 工ＨＵ 灰釉 良好
17c後半～ 18 c

前半 呉器手碗

2号不明遺構 陶器  P 瀬戸 美濃 鉄釉 良好
2号不明遺構 瓦質土器 指鉢 瀬戸 美濃 鉄釉 良好

ユ 3ト レンチ 土器・かわらけ 165) 在地 橙 色 良好
1ト レンチ 土器 ,かわらけ (87) 在地 橙色 良好
4 トレンチ 陶器・皿 初 山 鉄釉 良好

4 2 トレンチ 陶器・皿 志野 長石釉 良好

5 2 トレンチ 陶器・ ? (72) 瀬戸 美濃 聟諸聯 良好

6 5ト レンチ 土器 矯鉢 (310) 在地 灰 色 良好 15 c- 16c
7 1ト レンチ 瓦質土器 指鉢 (110) 鉄釉 良好 ロクロ成形

8 1ト レンチ 土器 内耳 (318) 在 地
(外)黒褐色
(内 )暗褐色 良好 15 c

9 5ト レンチ 磁器 碗 青磁 良好
2ト レンチ 磁器 皿 明 白磁 良好

2ト レンチ 磁器 皿 (122) 明 染付 良好

lト レンチ 土器 かわらけ 在地
(外)に ぶい掲色～

黒褐色
(内 )に ぶい褐色

良好

2ト レンチ 陶器・碗 (115) (55) 瀬戸 美濃 飴 釉 良好
17c後半～ 18c前

半

2ト レンチ 陶器 碗 一削 灰 釉 良好
17c後半～ 18c前

半

1ト レンチ 陶器・碗 瀬戸 美濃 灰VH 良好
17c後半～ 18c前

半
2ト レンチ 陶器 重 瀬戸 美濃 緑釉 良好 18c以 降
2ト レンチ 陶器 灯明受皿 2(メ由 良好 18c以 降

1ト レンチ 磁器・碗 肥前 染付 良好
17c後半～ 18c前

半
2ト レンチ 磁器・碗 肥前 染 付 良好 18c以 降

2_o 2 トレンテ 上製円盤 良好
1ト レンチ 桟瓦 灰色 良好

第 3表 漆器観察表

図版
番号

番号 出土位置 種 類
法量 (cm)

色 調 備考口径 器高 底径

試掘 8ト レ 漆器 飯椀
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第 4表 鉄製品観察表

図版
番号 番号 出上位置 種類

法量 (cm)
重量 (

g) 備考
長 さ 幅 厚 さ

4ト レンチ 鉄製品 釘

4ト レンチ 鉄製品 鉄族 632

第 5表 石製品観察表

図版
番号

番号 出上位置 種類
法量 (cm)

重量 ( 石材 備考
口径 /全長 器高 /全幅 底径 /厚さ

2ト レンチ 石製品 'す り鉢 (350) 2 4kg

2 トレンチ 石製品・凹石 186 25k貿

2ト レンチ 石製品・台石 煤付着

2ト レンチ 水 晶 681

第 5章  まとめ

今回の信虎誕生屋敷遺跡の発掘調査は、2度 目の調査である。1回 目の調査は、平成 13年度に山梨県埋

蔵文化財センターによって行われた。その調査は、埋蔵銭貨出土遺跡群詳細分布調査に伴って実施された。

本遺跡内で大正年間に戦国時代の甲州金が発見されたため、埋蔵銭がどのような状況で発掘されたかを確

認するため、発掘調査がなされた。この地で出土した甲州金は、碁石金や蛭藻金などではなく、三枚の大

判形の金貨であった。どうして、当地へ埋められたかは謎であるが、信虎誕生屋敷遺跡、つまり岩下氏の

館跡内であるのと、すぐ南は原田氏の館跡という戦国時代の上豪の館跡が並んでいることが要因としてあ

げられよう。

県の調査は、今回の調査地点の北側約 150mの場所を2箇所調査している。1ト レンチからは土坑が 10

基、柱穴 8基、溝状遺構 1条が確認されている。遺物は、15～ 16世紀のかわらけが主体である。つまり、

信虎誕生屋敷遺跡は、15～ 16世紀の遺跡であることが判明している。調査所見として、金貨も 15～16世

紀の遺構面から出上した可能性が高いこと、15～ 16世紀の信虎誕生屋敷遺跡は、地割溝によって区画され

た内側に柱穴群が存在すること、遺構が切りあいながら検出しているので、複数の時期に分けられること。

しかし、F埋蔵銭貨出土遺跡群詳細分布調査報告書』において複数の時期と述べるだけで、時期は明確に

はなっていない。

今回の調査も調査範囲は狭く、屋敷の想定地内の中心部分から外れた場所であった。屋敷跡のほんの一

部分しか掘っていない状況で軽率な結論は出せないが、今回の調査で、次のことがわかった。県の調査と

同様に、地割溝によって区画された中に、柱穴群や掘立柱建物などが存在すること、15世紀～ 18世紀前

半まで屋敷が継続して使用されていたことがわかった。

出土遺物の年代観から、15～ 16世紀に入る頃、16世紀中頃、16世紀末～ 18世紀前半までの 3時期が

想定される。15～ 16世紀に入る頃は、ちょうど武田信虎が誕生する時期と重なる。このときの遺構は明

確でないが、1号竪穴状遺構や 2号土坑などからは、15世紀代のかわらけが出上している。

今回調査 した箇所では、16世紀が中心の時代となる。1号溝状遺構や 4号溝状遺構などでは、16世紀

の遺物が出上しており、この時期に機能していたと考えられる。1号井戸跡は、16世紀から江戸時代初頭

まで使用されたと考えられる。

他に、2号不明遺構は、17世紀後半～ 18世紀前半の陶磁器が確認されていることから、この時期のご

み穴と考えられる。また、4号土坑からも同時代の遺物が出上している。

そうすると、本遺跡は、県の調査では 15～ 16世紀と位置づけられていたが、今回の調査から、15～ 18

世紀前半ごろまでの遺跡であることが判明した。宝暦 13年 (1763)に は、この地に御三卿の内の一つ、

清水家の陣屋が置かれたので、それ以前の遺構が確認されていることになる。

また、少量ではあるが、青磁片や白磁片なども出土している。舶載陶磁器と比較して、かわらけが多く
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出上 している。かわらけが出土している比率が高いので、地域の有力な人物が居住 していた屋敷跡と考え

られる。先述 したように、岩下氏は、武田信縄 という甲斐国の守護の妻になる人物を輩出できるような有

力な家である。本遺跡は、岩下氏のような有力豪族の屋敷跡で全 く問題はない。しかも、武田信虎が生ま

れた頃、この屋敷は機能していたと考えられ、当地で信虎が誕生 したとしても、不自然ではないのである。

だが、屋敷想定地の縁辺部しか調査 していないので、この結論 も限定的ではある。今回の発掘調査でも信

虎がこの地で誕生 したことを直接示す証拠は見つかるはずもない。

また、秋山敬氏によると、武田信縄は信虎が誕生 したころ山梨市の落合に守護館 を構えていたという。

その周辺に本貫地から居を移 した家臣の屋敷 もあり、守護館の周辺に家臣の集住が見 られるとする。だか

ら、桂岩は信虎を川田で生んだのではなく、伝承 どおり、岩下氏の館で生んだという廣瀬廣一氏の説を支

持 している。そうすると、今回の調査で信虎が誕生した時期にこの館が機能していたことが知られるので、

今回の調査結果からも支持することができる。

まとめると、信虎誕生屋敷遺跡は、15～ 16世紀初頭、16世紀中ごろ、16世紀末～ 18世紀前半まで 3時

期の遺跡である。いつ頃からこの地に屋敷が営まれたかはわからないが、信虎が誕生 した 15世紀末に屋

敷が存在 したことは注目に値する。最後には、徳川家御三卿清水家の陣屋が置かれる頃には、岩下氏は当

地にはすでにいなかったものと思われる。

(引用・参考文献)
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図版 1
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図版 2
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図版 3
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図版 4
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図版 5
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